
てんかんの正しい診断にもっとも確実な方法は、実際に医師が発作

を観察することです。もちろん、てんかんに詳しい医師であれば、目

撃者から正確な情報を聞いて、発作の様子を想像することは可能で

す。しかしながら、多くの場合は情報が限られ、通常の診察ではよほ

どの偶然がない限りこれを見ることは困難です。脳波検査もまたて

んかんの診断に有用ですが、通常は30分程度の記録であり、てんか

んの時に見られる異常波形を必ずしも記録することができません。

また、我々は起きているときと眠っているときとでは脳波の波形も

異なり、一般的には眠っているときの方が、てんかんの異常波形は

出やすいとされます。長時間ビデオ脳波記録は、このような通常の

診察や検査では知りえない発作などの様子を脳波と同時に観察し

ます。また、長時間連続して記録することで、出現頻度の少ない異常

波形も記録できます。特に小児においては、鎮静薬などを使わずに

自然な睡眠変化を記録することができるので、この点も非常に有用

です。また外科治療の適応を決める際には、てんかんの原因となっ

ている、大脳の電気回路の異常部位（てんかん焦点）を見つけること

が重要で、この長時間ビデオ脳波記録が必須の検査となります。

最強のてんかん検査：
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受診の際に本人や目撃者が詳しく発作時の症状を説明できること

が診断への近道です。受診のきっかけになる症状として多いのはけ

いれんや意識消失です。けいれんの場合は、姿勢、体の動き、顔や目

の向きなどを、意識消失の場合は、開眼していたか、顔色はどうだっ

たかなどの情報が診断に有用な場合があります。他にも、発作症状

の出現時間（起きているときか眠っているときか）、どのくらい続い

たのか（てんかんであれば通常数分以内に回復の兆しがある）、回

復するときの様子（会話できたか、手足に力は入ったか）といった情

報なども診断の手掛かりになります。これらは自分で詳しく説明で

きなくても、受診した医師の方から詳しく一つずつ聞かれることも

あるでしょう。とはいっても、初めて症状が出現したときは、周囲の

目撃者も慌ててしまいますので多くのことは確認できないと思いま

す。しかし、何度か症状を繰り返している場合は、しっかりとその状

況を確認してください。状況が許せば、発作の様子を動画撮影する

ことも非常に有用です。

発作の症状以外にも、出生時のこと、子どもの頃の様子、学校や仕

事のこと、生活での困りごとなど、一見症状とは関連がないようなこ

とも聞かれるかもしれま

せんが、それらが時に重

要な診断の手掛かりにな

る場合もあります。

自分の症状を

受診時にどう伝える？
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